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「きまぐれ人工知能プロジェクト  
作家ですのよ」誕生の経緯

川村さんは俳句でしたが、松原のほうは小説を書く
という取り組みについて、特に著作権の観点からご
報告したいと思います。略歴ですが、去年の 4 月か
ら東大におります。AI をいろいろ、それこそ川村さ
んが囲碁と俳句を比較されていましたが、囲碁とか
将棋とかゲームを元々はやっていて、こういう話に
行きついています。

10 年近く前から、小説を書かせるというプロジェ
クトをやっています。ちなみに、今でもやっています。
今日の話は、著作権に関係するということで、初期
の話を取り上げて、最近はどういう手法を使ってい
るかという話をできれば嬉しいなと思っています。

それこそ、将棋とか囲碁の研究をしていたんです
が、川村さんがお話ししていたように、ルールが明
確だったりするわけですね。創造性というのが人間
の能力の中で大事だと、AI、コンピュータは創造性
を持てないというふうに普通言われていて。今まで
あまり持てた例がないというのは事実なので、その
研究をしようということで、その中でも一番難しい、
作曲する AI とか、絵を描く。オリジナルの絵を描く
のもありますし、レンブラントの作品を学習していか
にもレンブラント風という、そういうのもあります。
音楽や絵画は結構昔からあって、一定の水準に達し
ています。一方、散文は制約条件が非常に少ないわ
けです。何を書いてもいいし、分量も短くてもいいし
長くてもいいというので、どうやってトライしてよい
か分からないということもあって、世界的に散文は少
ない。試みたい人はいるんだけれども、なかなかう
まくいっていないということで、「ショートショート
の神様」と呼ばれている星新一さんをテーマにして、
プロジェクト、「きまぐれ人工知能プロジェクト 作家
ですのよ」という、えらく長い名前のプロジェクト名
が始まりました。これは星新一さんのファンだと気づ
いていただけると思うのですが、『きまぐれロボット』
という代表作があって、それで「きまぐれ人工知能」。

それに、『殺し屋ですのよ』という看護師さんが主人
公のショートショート、これも代表作ですね。この両
方を使っているというプロジェクトで、函館の大学
にいたときの大学の同僚とか、名古屋大学とか東大
とかのいろんな先生と、ゆるいプロジェクトで、入り
たければ入れるし、休もうと思えば休めるということ
でやっています。

星新一賞に応募する
コンピュータに星新一のようなショートショート

を創作させるということで、星新一賞というショー
トショートの賞があります。毎年、今年も募集して
いますが、9 月末に募集締め切りで、3 月ぐらいに入
賞者を発表するという賞ができるという話がその頃
にあって、その関係者と知り合いだったということ
もあって、せっかく賞をつくるんだったら AI、コン
ピュータが作った小説も応募したら面白いんじゃな
いかという話があって、それはプロジェクトとして
実現しようということでやりました。もしよろしけれ
ば、星新一賞のＨＰに行っていただくと、応募要項に、
人間以外の応募も可というセリフが書いてあります。
ウケ狙いといえばウケ狙いです。ちなみに、星新一
のファンの間では、AI というよりは宇宙人の応募を
認めているものだと解釈されているようです。

それで、2012 年に始めていろいろやったんですけ
れども、第 3 回、佐藤理史さん、名古屋大学の自然
言語の先生のところがメインで作ったシステムです。
共同作品ですね、シナリオというかストーリーを考え
るという部分と、考えたストーリーを日本語として意
味の通じる文章にするという、小説を書くプロセスを
大きく分けると、前半が創造性だと思うんです。そ
れはトライしているんですけれども、今も難しいんで
すけれども、当時はもっと難しくて、それは人間が与
えて、与えたシナリオに対して、読める日本語の文章
にするという部分、文章生成の部分を佐藤さん中心
に開発して、それを応募しました。「順当に落選した」
というのは開き直っているわけではなくて、我々も応
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募する前から作品を読んでいたので、こんなのでは
入選は絶対しないとわかっていたわけですが。ちな
みに、四次審査、審査が 4 回あって、最終審査が四
次だと思います。主催者が、一次審査に AI が関与し
た応募作品が一次審査を通った、二次審査は落ちま
した。2016 年 3 月に発表して、それを受けて我々も
シンポジウムなどもして、結構大きくマスコミに取り
上げられました。それこそ、囲碁の AlphaGo が大騒
ぎになった頃ですね、我々も取り上げられました。プ
ロジェクトは現在も継続中で、いろいろやっています
が、結論から言うと入選はしていないので、先ほど申
し上げたように、やっぱりこういうところで言うには、
うまくいってからじゃないと言いにくいので、初期の
話を、あまり特定の技術というのは著作権の問題とは
あまり関係がないということも含めて、話します。

なぜ、星新一だったのか
なんで星新一なのかというと、個人的に好きな作家

だったということ。中学生ぐらいのときに文庫本を
ほとんど集めて読んだという。私が好きなだけでは
なく、ショートショートの神様という表現の通り、優
れた作家です。それに、短い小説であること。ショー
トショートというと原稿用紙 20 枚、今は原稿用紙で
書く作家がどれくらい残っているかわかりませんが、
8000 字くらい。短いものだと 2000 字とか、もっと短
いものもある。長いものだと 15000 字くらいになりま
すが、だいたい 8000 字から 10000 字。先ほどの星新
一賞が、10000 字以内だったと思います。人間にとっ
ては、長い小説だろうが、短い小説だろうが、書く
ことのの「難しさ」は同じだと思うんですけれども、
AI にとっては、短いほうがまだとっつきやすいだろ
うということでショートショート。あと、ここには

書いてありませんが、星新一さんの小説は、比較的
構造がはっきりしていて、最後にオチがある。構造
が明確だというのも扱いやすいのではないかという
ことと、やっぱり機械学習の手法や統計的な手法を
使いたいわけなので、寡作家、作品が少ないと傾向
を見出しにくい。星新一さんは 1000 作以上ショート
ショートが残っているということもあります。それ
で、大きかったのは、著作権者である星さんのお子
さんがこのプロジェクトの構想を面白いと言ってく
れて、協力する、具体的にはデータを使って良いと
おっしゃってくださった。これが大きいです。あまり
否定されると、なかなかやりにくいということであり
ます。

星新一の AI を作る
いろんなことをやっています、これまでの試みとし

ては。これは、私の学生が星新一さんの文章を沢山
読み込んで、まず一文を生成するシステムを作って
みろと言ったときに、こういう文章をいくらでも生
成する。一文一文は、星新一さんの作風というのは、
接続というかストーリー、シナリオと展開にあるんで
あって、一文一文は非常に安易な、学校の教科書と
か中学生にも読めるような平易な文章を書くという
ことなんですよね。だから、あまり星新一らしくない、
こういうのはいくらでもあります。こういう文章は、
今の AI だと、文法的に正しくて一文だと意味が通る
というのはいくらでも作れるんですけれども、たぶ
んこれは価値があまりないというか、小説という意
味ではこれをどうつなげるかというのがポイントで
あって、技術的には。人間とチャットでやりとりをす
るという技術はこういうのがうまくできればそれで
良いという話になります。

「気まぐれ人工知能プロジェクト　作家ですのよ」のWebサイト（https://www.fun.ac.jp/~kimagure_ai/）
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星新一の作品をもう一度読み直したり、いろいろや
りました。これは、名古屋大の佐藤さんのグループ
の大学院生だったと思いますけれども、例とする作
品を先に考えようということで、ショートショートの
作品ともいえないあらすじみたいなものを、学生さ
んが書きました。そのうちのひとつで、ちなみに「ス
マホが鳴った。」シリーズというのをたくさん、私も
書いて、勉強のために自分たちもショートショートを
書こうということでプロジェクトの最初のほうにやっ
たんですが、一行目が「ノックの音がした。」で始ま
る有名な星新一さんの作品集があります。星新一さ
んがこの時代に生きていたらきっと「スマホが鳴っ
た。」で始まるだろうというので、これは「悪魔もの」
という星新一さんが得意なスタイルで、これをパッ
と SF 作家の方にも見せましたが、星新一さんのテイ
スト、これをもしゼロから AI が作ったら結構感動す
ると言われたんですが、正直にいうと最初は人間が
作りました。これを生成できるプログラムを逆算的に
作るという発想で、最終的にはこの作品を生成する
プログラムはできたといえばできたんですけれども、
それは逆算であります。リバースエンジニアリングと
いう言い方は大げさかもしれないですけれども、

で、こういうことをやるためには、小説というの
は冒頭部とか時空の描写とか、大げさに言うとこう
いう小説の文法みたいなものがあるというので文法
と、あと具体的な時間だと「深夜一時ごろ」という
のは偶然ですけれども、いくつもデータベースとし
て例を与えました。場所の描写、「鈴木邦男」という
固有名詞も偶然選んだんですけれども、固有名詞の
データベースを与えてそこから選ぶんですけれども、
こういう構造を与える、と。文脈自由文法というの
は言語学の言葉で、ストーリーを、GhostWriter とい
う皮肉的なプログラムで、こういう導入部、対話部、
結末部という、これをどんどん下げていくわけです。
下げていっていくつかの文章を作る、その中の一個
が先ほど例に挙げた文章だという話になります。悪
魔ものというのはこういう基本構造だと、こういうこ
とは与える。これは人間が与えるということです。

このやり方で、今のだと短すぎるし、あらすじであっ
て小説になっていないということで、シナリオをまた
新たに、佐藤研で考えて、今のやり方でもっと長い
数千字の小説を書きました。それで、ペンネームは
有嶺雷太（幽霊ライター）で、テーマも「コンピュー
タが小説を書く日」という題名の小説をコンピュータ
に書かせるというのが面白いだろうということで、そ
ういうことになっています。ちなみに、この作品自体
は実は星新一のショートショートの具体的なデータ
は入力していなくて、ショートショートをそれなりに

つくれるかどうかを確認する、つくれることが分かっ
たら星さんのテイストをそのあと入れていくというこ
とにしようということにしたので、星さんのデータは
直接には入れていません。もし、これが星さんっぽ
いと思う人がいれば、我々がこのプロジェクトで星
さんの小説ばかりずっと読んでいたので、我々のシ
ナリオを考えた人が、ちょっと星さんに影響を受け
ていたということだと思います。これは出だしで、オ
チまで全然行っていませんが、一応落としているつも
りで、シナリオにはオチがあってそれに従ってこのシ
ステムが文章を書いて、一次審査を通ったということ
は一応日本語として筋は通っていたという評価だと
思いますが、二次審査で落ちたということはショート
ショートとして面白くない、オチとか途中とかが面白
くないということだと思いますが、見ていただければ
わかるように、文章としてはそれなりかなと思います。

AI が10割は可能なのか？
著作権と関係した話をすると、記者会見で、結構

話題になって記者の方がたくさんいらっしゃって、
人間と AI の合作であると説明したら「貢献度合いは
どれくらいですか？」と。実はプロジェクトのメン
バーで合意していなかったんですけれども、なんと
なく雰囲気で「人間 8 割 AI2 割」と言って、仲間内
からは「何ですかその根拠は」とあとで怒られました。
割合としては悪くないと思ったんですけれども、た
ぶん、AI が 10 割ですと今の著作権では守られない
という話がある。人間の創意工夫というふうに著作
権がなっていると、本当に AI が 100％だと守られな
いという話になるかもしれませんが、人間が 8 割入っ
ていますので、さっきの作品は我々のプロジェクト
というか、佐藤研の著作物ということになるわけで
すね。でも、コンピュータは自発的には決して作品
を書かないわけですね。さっきの俳句の AI 一茶くん
も、俳句を作りたいと思って俳句を作るわけではな
いです。せいぜい Enter キーを押すとか、人間が「作
りなさい」ということを言わないといけないんですけ
れども、それって何なんだろうというのはプロジェク
ト内では最初の頃から、だから厳密な 10 割とはある
のか？という、技術的にプログラムで生成するにし
ても、そのプログラムを走らせるという行為自体が
関係しているのでは、と。あと、AI が生成した作品
が影響を受けているというのはどれくらいの問題が
あるのか、という。文章を丸々パクリというのはいけ
ないというのはわかります。しかし、強い影響があ
るときにどうなるのかというのは、人間の作家でもも
ちろん問題ですけれども、AI のときにどうなるのか。
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一応、佐藤さんと相談して、星新一さんの全作品
のデータベースがあったので、星さんの違う作品同
士で同じ文字列が出てくるというのは最大何字なん
だろうというのを探してみたら、30 字ぐらいでした。
だから、30 字ぐらいの文字列は、2 つ以上の作品に
出てきていた。逆に言うと、それ以上同じだと、偶
然というか本人を超えているということもあるので、
偶然ではない、パクリだと言えるのかな、と。先ほど、
川村さんのところで、俳句を選ぶ、選句するというの
が創造的な行為であるという話で、なかなか難しく
て今学習させているというお話がありましたけれど
も、これも、先ほど応募して一次審査を通ったとい
う作品は、同じシナリオから、女性が主人公でちょっ
とだらしないとかが出てくるんですけれども、男性
が主人公だったり、几帳面だったりするとか、天気
が違うとか、同じタイプの小説なんですけれども、
文字面というか、展開がデータベースに沢山入って
いるのを選ぶというので、10 万作品ぐらい出てくる。
佐藤さんの研究室の HP を見ていただくと、Enter を
押すと次の作品が出てきますという、そういうデモに
なっています。似てるといえば似ています。同じな
んですけれども、文字面は違う。一瞬のうちに 10 万
作品を作ります。だから、小説だと一作に何年もか
かる人間と、1 日に 1 億作とかを作れるコンピュータ
と、同列で著作権を、俳句も川村さんが 1 億ぐらい
ストックがあると言っていましたが、コンピュータを
沢山使えば俳句 100 億とか兆とかのレベルも全然可
能なわけですよね。そういうのはどうするか。

あと、素人的には、合作なら今の法律で良いのか
なと。人間が 1％でも絡めば。最近も研究を進めてい
ると言いましたが、もちろん星新一さんの作品をやっ
ているんですけれども、「星さんらしさ」というため
には、そうじゃない作品も分析しなければいけない
ということで、許可を取っていないものを使ってトラ
ブルになるといけないなあと思って、青空文庫の作
品ですね、夏目漱石を使っています。太宰治も使っ
ていたかな。いろいろありますが、あまり考えなくて
済むというものをやっていたりします。

「Tezuka2020 プロジェクト」の
こと

あと、「Tezuka2020 プロジェクト」というものを
去年までやっていました。一昨年から去年と短い期
間のプロジェクトです。

これは、AI の技術を用いて漫画の神様 手塚治虫を
現代に蘇らせるというもので、手塚プロ、手塚治虫
さんの息子である眞さんと、漫画家、脚本家と、キ

オクシアという会社の宣伝でこのプロジェクトを始
めました。あと、慶應大の栗原さんやはこだて未来
大の向山さんとかと。AI を使うんですけれども、AI
単独で手塚治虫さんのようなハイレベルな漫画を今
の技術でまったく描けるわけがない。過去の漫画の
キャラクターとか、過去の漫画のシナリオからいろん
な新しいものを出して、それを手塚プロの漫画家に
見てもらって、使えそうなものを選んでもらってヒン
トにしてもらって、あとは手塚プロに任せたという感
じです。割合でいうと、こっちのほうがまだ AI の割
合が低くて、せいぜい AI が１割、人間が 9 割という
感じだと思います。『ぱいどん』という漫画になって、
モーニングという週刊雑誌に去年出ました。

こういう主人公ですね。これは AI の技術でいうと、
最初漫画を沢山集めてディープラーニングとかをし
たんですけれども、とても人の顔というか、キャラ
クターにならない。それは、漫画の顔って、人間は
顔だと思いますけれども、あれは単なる図であって、
AI に学習させると図なわけですね。転移学習という
AI の手法を使って、人の顔を学習させて、それを転
移させるという技術を使って、ようやくまともにな
りました。これは 12 個しか出ていませんが、これが
1000 ぐらい出て、この中から先ほどの俳句の選句で
はないですけれども、手塚眞さんに選んでもらった
のかな。それで、右のこれがいいんじゃない？とい
うことで、あとはサブキャラクターや動物も同じ方法
でやって、アポロというものを選んでもらいました。
プロットも、設定が現代の日比谷で、哲学者でなお
かつ役者で、記憶喪失でということで、AI がこうい
う組み合わせを出してきたら、手塚眞さんが面白い
といってこれを採用しました。それで、哲学なので、
プラトンにパイドンという著作物があるんですけれ

『ぱいどん　ＡＩで挑む手塚治虫の世界』
著・文：「ＴＥＺＵＫＡ２０２０」プロジェクト、講談社
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ども、それが主人公のニックネームだということに
なって、漫画を作ったという話。そういうのもやって
います。それはそれで終わってしまったので、人間
を AI がサポートしてコンテンツを作るという、経産
省系の NEDO から予算をもらって、もう少し大掛か
りなプロジェクトを、これに手塚プロも入っています
けれども、やっています。これは人の創作を AI が支
援するんですから、これはここで創作された著作物・
コンテンツは今の著作権でもたぶん守られるという
か、そういうことになるのかなと考えています。

ということで、私の話はここらへんにしたいと思い
ます。ありがとうございました。


